
2003年 出上の木簡

た
ま

つ
　
た

な
か

丘鵞
・玉
津
田
中
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
神
戸
市
西
区
宮
下
三
丁
目

（旧
玉
津
町
田
中
）

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
四
次
調
査
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
五
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
中
川
　
渉

・
廣
野
　
誠

。
多
賀
茂
治

・
鈴
木
敬
二

深
江
央
憲

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
晩
期
―
古
墳
時
代
、一半
安
時
代
後
期
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

玉
津
田
中
遺
跡
は
、
明
石
川
中
流
域
左
岸
の
沖
積
地
か
ら
埋
没
段
丘
上
に
立

地
し
て
い
る
。
土
地
区
画
整
理

事
業
に
伴
い
、　
一
九
八
二
年
か

ら

一
九
九

一
年
に
か
け
て
、
約

入
ｈａ
を
発
掘
調
査
し
た
。

沖
積
地
で
は
平
安
時
代
以
降

に
条
里
型
地
割
が
施
さ
れ
、
集

落
域
も
調
査
さ
れ
て
い
る
。
辻

ヶ
内

一
区
に
位
置
す
る
平
安
時

代
後
期
の
方
形
居
館
内
の
円
形

土
坑
か
ら
は
、
呪
符
木
簡
が

一
点
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
八
号
）。

今
回
報
告
す
る
呪
符
木
簡

一
点
は
、
埋
没
段
丘
上
に
あ
た
る
唐
土

一
五
区
の

井
戸
Ｓ
Ｅ
人
四
〇
〇

一
の
底
か
ら
出
土
し
た
。
当
該
期
の
集
落
域
は
条
里
が
及

ん
で
い
な
い
段
丘
上
に
移

っ
て
お
り
、
居
住
域
の
中
心
は
現
存
集
落
と
重
な
っ

て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
井
戸
は
円
形
素
掘
り
で
、
上
面
直
径

一
・

八
ｍ
底
面
直
径
○

・
九
ｍ
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ
二

・
Ｏ
ｍ
で
あ
る
。
内
部
に

井
側
や
桝
な
ど
の
構
造
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
埋
上
の
上
半
は
人
為
的
に
埋

め
戻
さ
れ
、
底
近
く
の
埋
土
は
自
然
堆
積
と
み
ら
れ
る
シ
ル
ト
層
で
あ
っ
た
。

埋
め
戻
し
上
か
ら
は

一
四
世
紀
代
の
上
師
器

・
須
恵
器
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
＜
咄
唄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ヽ
こ

溢
巽
ω
寓
ω

木
簡
は

一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ
た
形
態
で
、
尖

端
を
欠
失
し
て
い
る
。
樹
種
は
ス
ギ
で
、
板
目
材
を
使
用
し
て
い
る
。
墨
書
は

片
面
の
頭
に

「咄
唄
」
の
二
文
字
が
判
読
で
き
た
の
み
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

兵
庫
県
教
育
委
員
会

『玉
津
田
中
遺
跡
―
第
三
分
冊
―
』
盆
ハ庫
県
文
化
財
調

査
報
告
一
三
五
十
三
、　
一
九
九
五
年
）

（中
川
　
渉
）

(高 砂)




